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はじめに 2

⚫ 本ガイドでは、Nx Witness(以後Nxと略記)に映像分析機能を追加するための

Metadata SDKの概要について解説します

• 本ガイドはNetwork Optix社が公開している情報もとにをアムニモが独自で作成したものであり、内容につい

てはあくまで参考情報としてご参照ください

➢ 一部Metadata SDK(バージョン 5.1.1.37512)内の情報を引用しています

• より詳細な情報や最新情報については、metadata SDK内のドキュメントや、Network Optix社のWebサイ

トで公開されているドキュメントを参照ください

• 本ガイドの内容はアムニモ製AG/AXシリーズのエッジゲートウェイ向けの開発のみを意図しています
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Metadata SDKの概要 4

⚫ Nxの開発元であるNetwork Optix社が公開しているSDKであり、分析プラグインを開

発・インストールすることで、Nxに映像分析機能を統合することが可能です

• Metadata SDKはC++言語で記述されています

⚫ metadata SDKはNetwork Optix社のWebサイトからダウンロードできます

• https://beta.networkoptix.com/beta-builds/default/index.html

https://beta.networkoptix.com/beta-builds/default/index.html
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Metadata SDKにより拡張できる機能の内容 5

⚫ 映像に関連したメタデータの登録

• メタデータは録画映像と関連付けられてNx内のデータベースに登録されます

• 以下の種別のメタデータを取り扱うことができます

➢ 映像分析によって得られたオブジェクト (映像中の注目する物体)

➢ オブジェクトの情報は映像への重畳表示が可能です

➢ 拡張機能に関わる設定情報 (例 : 侵入禁止エリアの座標情報)

➢ 設定情報のうち、エリアやラインなど一部の情報は映像への重畳表示が可能です

➢ 映像に関連するイベント (例 : 侵入禁止エリアへの侵入)

➢ このイベントはNx内で分析イベントとして取り扱われ、他のイベントと同様にイベントルールの設定が可能です

➢ プラグイン自体の診断イベント (例 : プラグイン処理時のエラー通知など)

⚫ コンテキストアクションの設定

• 検出した物体に対する操作 (例: 検出した人物へ名称を付与する)

参考URL: Integration Capabilities – What to Expect

https://support.networkoptix.com/hc/en-us/articles/360023747714-1-Integration-Capabilities-What-to-Expect
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分析プラグインの概要・クラス構成 6

⚫ 分析プラグインは共有ライブラリとしてビルドされ、所定のディレクトリに配置されます

• 配置先ディレクトリ : /opt/networkoptix/mediaserver/bin/plugins

分析プラグイン (.soファイル)

Pluginクラス

Engineクラス

DeviceAgentクラス

分析プラグインのルートクラス

役割

・プラグイン全体のマニフェスト情報の管理

・Engineクラスの生成

分析エンジン(分析機能)を表現するクラス

役割

・分析機能のマニフェスト情報/設定の管理

・DeviceAgentクラスの生成

分析機能に関連してカメラ毎に1インスタンス生成されるクラス

複数のカメラで分析機能が有効な場合一つのEngineに対して複数生成される

役割

・分析機能のカメラ毎の個別設定の管理

・カメラ映像の受信と、映像に対する分析結果のメタデータのNx本体への登録
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処理シーケンス概要 7

参考URL: Plugin Control Flow

Nx 本体 分析プラグイン (.soファイル)

createNxPlugin()

Pluginクラス

doObtainEngine()

Engineクラス

doObtainDeviceAgent()

DeviceAgentクラス

pushUncompressedFrame()

カメラ

Nx 分析

データベース

pushMetadataPacket()

初期化処理

カメラ接続処理

1. createNxPlugin()呼出

2. 生成
3. Pluginクラスを返却

4. doObtainEngine()呼出

5. 生成

6. Engineクラスを返却

8. doObtainDeviceAgent()

呼出

10. DeviceAgentクラスを返却

9. 生成

7. 接続

11. 映像取得
映像取得処理 12. pushUncompressedFrame()

呼出

13. 映像分析

処理

⚫ 下記のシーケンスにおいて、処理12で実際の映像がプラグインに渡され、処理14で分析結果のメタデータをNx本体に登録します

• 映像を取得する度に処理11から処理15が繰り返し実行されます

14. pushMetadetaPacket()呼出15. メタデータ
登録

C++ではなく

C言語の関数

https://support.networkoptix.com/hc/en-us/articles/360057026994-Plugin-Control-Flow


© 2022 amnimo Inc. | IM AMD03A01-04JA 

サンプルコード 8

⚫ SDKの samples/以下に2種類のプラグインのサンプルコードが収録されています

• sample_analytics_plugin/

➢ プラグインが成立する最低限のサンプルコード

• stub_analytics_plugin/

➢ Metadata SDKで実現できる各種機能のサンプルコード

⚫ ビルド方法

• ビルド用のパッケージをインストールする(要インターネット接続)

➢ sudo apt install cmake build-essential

• metadata_sdk/build_samples.sh の 53行目の

BUILD_OPTIONS=( -- -j ) を BUILD_OPTIONS=( -- -j 2 )  と変更する(” 2”を追記する)

• build_samples_arm64.sh を実行する

• ビルド生成物は、Metadata SDKを配置したディレクトリと並列に作成される “metadata_sdk-build”ディレクトリに

格納されます



© 2022 amnimo Inc. | IM AMD03A01-04JA 

Pluginクラスの構成 9

⚫ 下記コード例はMetadata SDK内のサンプルコードから引用しています

• 出展 : samples/sample_analytics_plugin/src/nx/vms_server_plugins/analytics/sample/plugin.cpp

関数名 役割 コード例

Plugin::doObtainEngine() プラグインに対応するEngineクラスのインスタンス

を返却します

Plugin::manifestString() 本プラグインのマニフェスト情報をJSON形式で

返却します

記載内容はSDK内の

src/nx/sdk/analytics/manifests.md

Plugin Manifestの章を参照ください

createNxPlugin() 共有ライブラリ内に実装されているPluginクラス

のインスタンスを返却します

共有ライブラリ内にに複数のプラグインを実装す

る際はcreateNxPluginByIndex() を使用します

詳細は src/nx/sdk/i_plugin.h を参照ください

C++ではなく

C言語の関数



© 2022 amnimo Inc. | IM AMD03A01-04JA 

Engineクラスの構成 10

⚫ 下記コード例はMetadata SDK内のサンプルコードから引用しています

• 出展 : samples/sample_analytics_plugin/src/nx/vms_server_plugins/analytics/sample/engine.cpp

関数名 役割 コード例

Engine::doObtainDeviceAgent () プラグインに対応するDeviceAgentクラスのイン

スタンスを返却します

Engine::manifestString() 本分析機能のマニフェスト情報をJSON形式で

返却します

記載内容はSDK内の

src/nx/sdk/analytics/manifests.md

Engine Manifestの章を参照ください

ユーザーが入力する分析機能の設定スキーマは

マニフェスト情報のSettingsModelに指定します

詳細は

src/nx/sdk/settings_model.md

を参照ください
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DeviceAgentクラスの構成 : DeviceAgentの設定 11

⚫ 下記コード例はMetadata SDK内のサンプルコードから引用しています

• 出展 : nxsamples/stub_analytics_plugin/src/nx/vms_server_plugins/analytics/stub/settings/device_agent.cpp

関数名 役割 コード例

DeviceAgent::manifestString() 本DeviceAgentの情報をJSON形式で返却し

ます

情報の記法はSDK内の以下を参照ください

src/nx/sdk/analytics/manifests.md

DeviceAgent::settingsReceived() 分析機能の設定(Engineのマニフェスト情報内

で設定したSettingsModelに対応する設定)が

ロード・変更された場合に呼び出されるコールバッ

ク関数です

ユーザが入力した設定内容は settingValue() 

で取得可能です

コードが長いため割愛
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DeviceAgentクラスの構成 : カメラ映像の取得 12

⚫ 下記コード例はMetadata SDK内のサンプルコードから引用しています

• 出展 : samples/sample_analytics_plugin/src/nx/vms_server_plugins/analytics/sample/device_agent.cpp

関数名 役割 コード例

DeviceAgent::

pushUncompressedVideoFrame()
DeviceAgentに関連付けられたカメラの画像(デ

コード後)を受け取るコールバック関数です

画像に関する情報は引数のvideoFrameに格

納されています

また、本関数とは別の関数を実装することにより

デコード前の映像ストリームを受信することも可

能です

詳細は

metadata_sdk/src/nx/sdk/analytics/helpers

/consuming_device_agent.h

の pushCompressedVideoFrame() を参照く

ださい
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DeviceAgentクラスの構成 : メタデータ(オブジェクト・イベント)の登録 13

⚫ 下記コード例はMetadata SDK内のサンプルコードから引用しています

• 出展 : samples/sample_analytics_plugin/src/nx/vms_server_plugins/analytics/sample/device_agent.cpp

関数名 役割 コード例

DeviceAgent::

pushMetadataPacket()

引数に指定したメタデータをNx本体に登録しま

す

オブジェクトを登録する場合は 

ObjectMetadataPacketクラス、イベントを登録

する際はEventMetadataPacketクラスのインス

タンスを引数に設定します

一度に複数のメタデータを登録可能な

pullMetadataPackets() も使用可能です。

(詳細は

metadata_sdk/src/nx/sdk/analytics/helpers

/consuming_device_agent.h を参照ください)

メタデータを生成するコード例は generateEventMetadataPacket() 及び

generateObjectMetadataPacket() を参照ください

DeviceAgent::

pullMetadataPackets()

メタデータを登録するためのコールバック関数です

pushMetadataPacket()とは異なり、Nx本体が

本関数をコールし、得られた情報を自動的に登

録します
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DeviceAgentクラスの構成 : 診断イベントの登録 14

⚫ 下記コード例はMetadata SDK内のサンプルコードから引用しています

• 出展 : samples/stub_analytics_plugin/src/nx/vms_server_plugins/analytics/stub/diagnostic_events/device_agent.cpp

関数名 役割 コード例

DeviceAgent::

pushPluginDiagnosticEvent()

引数のデータを診断イベントとしてNx本体に登

録します

以下のデータを指定します

• ログレベル(info/warning/error)

• 見出し文字列

• 説明文字列

参考URL: Error Handling in the Plugin

https://support.networkoptix.com/hc/en-us/articles/360057028114-Error-Handling-in-the-Plugin
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実装のベストプラクティス・注意点 15

⚫ 可能な場合は検出枠(bounding box)を登録すること
• オブジェクトの座標を登録することで、スマートサーチ(映像上の特定の部分を指定し、この部分に関連する事象を検索できる機能)を利用可能となります

⚫ 処理遅延を少なくすること
• Nxクライアントアプリは処理遅延対策のために500msのバッファを持っているため、処理遅延が300ms以内であれば見た目の問題は生じません

遅延がそれ以上の場合は録画映像上で閲覧はできますが、リアルタイムでの閲覧は動作しません

⚫ 全ての映像を処理できない場合は映像処理をキューイングするのではなく破棄すること
• 映像を保持するためのメモリ使用量が増大し、Nx本体がクラッシュする可能性があります

• もし実装する場合はキューサイズを固定とし、300ms以上前のフレームは破棄するのが望ましいです

• なお、Nx本体はプラグインに対して全ての映像フレームを送信する仕様となっています

⚫ 可能な限りオブジェクトだけでなくイベントを登録すること
• イベントを登録することでNxに組み込まれているイベントルール機能を使用可能となり、外部装置・システム連携が可能となります

⚫ フレームごとにはイベントを登録しないこと
• ユーザーにとっても大きな価値はなく、イベントが大量に登録されるとシステムが過負荷になります

⚫ イベントには正確なタイムスタンプを使用すること
• 正確なイベント発生時刻を特定できるように、特に映像分析処理に時間がかかる場合には処理後の時刻のタイムスタンプではなく、

映像に付与されたタイムスタンプを使用するのが望ましいです

参考URL: Implementation Best Practices
 Important Technical Considerations w/ Nx Witness

https://support.networkoptix.com/hc/en-us/articles/360023931013-4-Implementation-Best-Practices
https://support.networkoptix.com/hc/en-us/articles/360023748494-9-Important-Technical-Considerations-w-Nx-Witness
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その他TIPSなど 16

⚫ ビデオ(.avi, .mp4ファイル)をカメラの映像として利用する

• testcamera : 使用法のリンク

⚫ プラグイン開発時のデバッグ方法

• Plugin Debugging

⚫ プラグインが外部ライブラリに依存する場合の注意点

• SDK内の src/nx/sdk/dynamic_libraries.md に記載があります

https://support.networkoptix.com/hc/en-us/articles/360018067074-Testcamera-IP-Camera-Emulator?flash_digest=36fc09de2fccf3c91c1bb74e84cc93dc98cb32e8
https://support.networkoptix.com/hc/en-us/sections/360010768734-Plugin-Debugging
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公開ドキュメント 17

⚫ Integrating Video Analytics and Metadata

• プラグイン開発全般に関して記載されており、チュートリアルや開発例が記載されています

(開発環境は弊社ゲートウェイと異なる場合があります)

⚫ Developer Forum

• Network Optix社が運営するコミュニティサイト内の開発者向けフォーラムです

ユーザー登録すれば質問を投稿することも可能です

⚫ SDK内のドキュメント

• docs/html/pages.html にHTML形式のドキュメントがあります

https://support.networkoptix.com/hc/en-us/sections/8450429754647-Integrating-Video-Analytics-and-Metadata
https://support.networkoptix.com/hc/en-us/community/topics/115000552988-Developer-Forum
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